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明細書

1. 発明の名称

ヘアードライヤー

2. 特許請求の範囲

(1) 箭状であって後漏側がグリップ郁、先漏側

の一側面が吐風口と毛髪くせ付け部材を備えた整

髪部とされたハウジング内の送風路中に、モーク

と7 ァン及びヒークを収容したヘアードライヤー

であって、ハウジング内の先婚側はヒータ囲み枠

より整髪都の先漏まで延出されるとともに先嬌が

吐風口側に傾斜した仕切片で区画されており、ハ

ウジング内の先靖側で且つ仕切片にて送風路と仕

切られた空間にヒークよりもハウジングの先躇瓢

に位置するスイッチが設けられ、このスイッチの

操作榔がハウジングの先羅側の他の側面に配され

ていることを特徴とするヘアードライヤー。

(2) ハウジングは断面形状が矩形状となってい

るものであって、スイッチの操作綿が設けられた

側面は先端ほど整髪部側に向かって傾斜した面と

されていることを特徴とする特許請求の範囲第 1

項記載のヘアードライヤー。

(3) ハウジングは先端側の整髪部と後俎側のグ

リップ部とが一体となったものであって、整髪郁

における毛髪くせ付け部材はこのハウジング先躇

側の一側面に形成された開口に消脱自在な甚台に

設けられたものであることを特徴とする特許請求

の範囲第 1項記載のヘアードライヤー。

(4) ハウジングは断面矩形状であって、スイッ

チの操作部が設けられている側面には共にハウジ

ングの長手方向に沿った一対のリプが設けられて

いることを特徴とする特許請求の範囲第 1項記載

のヘアードライヤー。

3. 発明の詳細な説明

［技術分野］

本発明はヘアードライヤー、殊に髪の毛に巻き

ぐせを付けることが容易に行なえるように 、へ7

ープラシ状、あるいは篇状の形態をもつものとさ

れたヘアードライヤーに関するものである。

［背景技術）
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この種のヘアードライヤーとして従来より提供

されているのは、第 9図に示すように筒状のグリッ

プ部 Gとこのグリップ部 Gの先漏に着脱自在なア

クッチ Iントとして形成された整髪郁 Tとからな

るものであって、スイッチ Sはグリップ部 Gの先

嬌部に設けられている。このスイッチ Sは一般に

槻指で操作することになる上に、使用中に温風と

冷風とを切り換えると効果的な整髪を行なえると

言われていることから、使用しながらの操作が容

易なものとしておかなくてはならないわけである

が、この従来例においてはグリップ部 Gを持ちな

がらスイッチ Sを容易に操作することができるよ

うにするためには、グリップ部 Gの長さを長くし

ておかなくてはならず、どうしても大型のものと

なってしまう 。スイッチ Sを整髪郁 T側に設ける

とするならば、グリップ祁 Gの長さを最小限の長

さとすることができるが、この時には熱風が通る

整髪部 T内にスイッチが位置することになるため

にスイッチ Sが加熱されてしまうという問題があ

る。

長さとすることができるようにしたものであると

ともに、スイッチはヒ ーク囲み枠より延出した仕

切片により送風路からは仕切ったものである。

以下本発明を図示の実施例に基づいて詳述する

と、図中 1は前面側の半体 11と背面側の半体 1

2との紺み合わせで構成されたハウジングであっ

て、このハウジング 1は矩形状断面を有するとと

もに、整髪部 Tである先嬬側片半部の背面が傾斜

面とされて先細とされているものであり、毛髪＜

せ付け部材を傭えたアクッチメント Aが整髪邪 T

の前面に装着され、後鳩側片半部はグリップ蔀 G

とされている。また後漏からは電源コード 9が導

出され、また後嬬部には空気の吸い込み口 13, 

1 4が設けられ、更に平坦な面とされている背面

にはハウジング 1の長手方向いに沿った 2条のリプ

1 5が間隔をおいて平行に突設されている。ハウ

ジング 1を構成する一対の半体 11, 1 2は第 3

図に示すように互いに相手側の係止溝 42に係合

する 7ック 41を偏えており、このハウジング 1

長手方向の先漏と中程と後漏とに夫々設けられた

—侶ー

特開昭60-249907(2) 
［発明の目的］

本発明はこのような点に鑑み為されたものであ

り、その目的とするところは小型で使い勝手がよ

く、しかもスイッチが熱的影響を受けることがな

いヘアードライヤーを提供するにある。

［発明の開示］

しかして本発明は筒状であって後嬌側がグリッ

プ郎、先漏側の一側面が吐風口と毛髪くせ付け部

材を偏えた整髪部とされたハウジング内の送風路

中に、モークと 7ァン及びヒークを取容したへ 7

ードライヤーであって、ハウジング内の先靖側は

ヒーク囲み枠より整髪郁の先蝠まで延出されると

ともに先嬌が吐風口側に傾斜した仕切片で区画さ

れており、ハウジング内の先漏側で且つ仕切片に

て送風路と仕切られた空間にヒークよりもハウジ

ングの先嬌側に位置するスイッチが設けられ、こ

のスイッチの操作部がハウジングの先蘊側の他の

側面に配されていることに特徴を有しているもの

であり、スイッチを整髪部とされた先漏側とする

ことでグリップ節の長さを保持に必要な最小限の

7ック 41を夫々係止演 42に係止させることに

よって籍み立てられるものであるとともに、各半

体 11 I 1 2の後嬬に設けられて紐み合わせによ

り円篇状となるコネクタ支持部 45(1)外周に 7ィ

ルクー枠 50のリング部 51が被せられることで

開きが防止された状態で紐み立てられるものであ

る。 7ィルクー枠 50はその両側先漏に設けた 7ッ

ク52をハウジング 1の後漏部内面に形成された

係止構 43に係止することでハウジング 1に着肌

自在に取り付けられる。尚、ハウジング 1前面に

おけるアクッチ IンtAが装消されることとなる

先端働前面は大きく開口したものとなっており 、

風の吐出口となるスリット 22が形成されている

基台 20に多数本のプリスル 56を植設すること

で構成されたアクッチメント Aが、この開口に着

脱自在とされている。アタッチ Iント Aの取り付

けはハウジング 1の前面開口の絨より突設した 7・'I

ク44によりなされる。アクッチ Iント Aを引っ

張ればハウジング '1から取り外すことができるよ

うにしているわけであり、アタッチメント Aの掃
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除を簡巣にできるようにしているものである。尚、

毛髪〈せ付け祁材としては、基台 20に櫛歯を一

列に設けたア・クッチメント Aであってもよく、ま

たプリスルや櫛歯のような毛髪くせ付け部材はハ

ウジング 1に直接設けたものであってもよい。

以上のように構成されたハウジング 1内には後

姐側からコネクク 46、7ァン 4、7ァン 4を囲

む風洞 7、7ァン 4の駆動用のモーク 3とこのモ

ーク 3の外周に位置する整流翼 30、そしてヒー

ク2、スイッチ Sの廂に配設されている。霞漉コ

ード 9との間の接続を軸まわりに回転自在として

いるコネクク 46は、前述のコネクク支持郎 45 

によって保持される。 91はコネクク支持部 45 

の後嬌を覆うキャップである。 7ァン 4及びモー

ク3はモーク 3の外周に設けられている整流翼 3

0によりハウジング 1に取り付けられる。 7ァン

4を囲む円筒状の風洞 7は、ハウジング 1の断面

形状が矩形状であってこのままでは送風効率が低

くなることから設けたものであり、軸方向一嬌に

は吸い込み口 13, 1 4から流入する空気を軸方

けられているものであって、整髪時及び保管時に

ヘアービン等の厖絡事故の原因となる金属が内部

に入ることを永久磁石 60による吸着で防ぐ構造

となっている。

切と冷風と熱風とを切り換えるスイッチ Sは、

ハウジング 1の背而側の半体 12の先漏側内面に

取り付けられてその操作板 16をハウジング 1の

背面に位置させるものであるが、このスイッチ S

が配設される空間は、前記ヒータ囲み枠 5の仕切

板55の背方、すなわち送風ガイドであるところ

の仕切板 55によって送風路と区画されて仕切板

5 5により断熱された空間となっていることから、

スイッチ Sが熱風の影響を受けることがないもの

であり、また操作板 l6はハウジング 1背面にお

ける先端ほど前面側に傾斜した傾斜面の音！分に配

されて、第 4図に示すように背面側を下にして机

上に置いた時に操作板 16が机面に接触せず、浮

いた状態となることから不用意にスイッチ Sが入

ることがないようにされている。またこの操作板

1 6は、第 5団に示すようにハウジング 1の後績

特開昭60-249907(3) 
向に向けるための吸い込みリング 70が一体に形

成され、更に外周には第 8図から明らかなように

ハウジング 1の内面 4隅との間に配されるリード

線 90を支持する支持リプ 71を有している。

ヒータ 2はサーモスイッチ 29とともにヒーク

囲み枠 5内に取り付けられた断面十字状の基板 5

4に固着されていて、ヒーク囲み枠 5を介してハ

ウジング 1内に紐み込まれている．ヒータ 2及び

サーモスイッチ 29を内部に取り付けることでヒ

ータプロックを形成しているヒータ囲み枠 5は、

ヒーク 2(/)外周を囲む筒部 57と、ヒーク 2節分

を通過した風の向きを軸方向から前方へと変える

ために先婿ほど前面側へと傾斜した仕切板 55、

この仕切板 55と同様に筒祁 57から先躇側へと

延出された前面板 56、仕切板 55と前面板 56 

とをつなぐ両側板 58とからなるものであり、ハ

ウジング 1の先藩前面側の開口に位置する前面板

5 6にはスリット状の吐出口 59が多数形成され

ている。尚、ここにおける前面板 56は第 7図に

も示すようにその内面側に永久磁石 60が取り付

側の片半部であるグリップ部 Gを握って使用する

際に、グリップ郁 Gの先に位置するために、親指

による切換操作が容易なものとなっている。

またこのヘアードライヤーを机上に置く際には、

ハウジング 1(I)グリップ部 G背面にハウジング 1

の長手方向に沿って設けられている前記一対のリ

プ15 I 1 5が机面に接し、スタンドとして機能

するこのリプ 15, 1 5によって安定した状態が

得られるようになっている。しかもリプ 15 I 1 

5は、その外面に夫々長手方向全長にわたる溝 3

5が形成されていて、電源コード 9をこの溝 35 

に巻回することができるようになっている上に、

一方のリプ 15はその内面にも長手方向全長にわ

たる清 36を有していて、弟 6図に示すように櫛

3 7や鏡 38を両リプ 15 I 1 5間に納めること

ができるようになっている。

しかしてこのヘアードライヤーにおいてはグリッ

プ部 Gを握るとともにこのグリップ郁 Gの前方で

且つ整髪郁 Tの背方に位置する操作板 16を操作

することでスイッチ Sを切り換えながら使用する
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ものであり、ハウジング 1後嬬部に位置する吸い

込み口 13 I 1 4からハウジング 1内に流入した

空気はヒータ 2で加熱された後、もしくは加熱さ

れるこなくヒーク囲み枠 5の仕切板 55によるガ

イドを受けて、ハウジング 1前面に配された前面

板56の吐出口 59とアタッチメント Aのスリッ

ト22とからなる吐風口を通じて前方へと吹き出

すものである。ここでハウジング 1後蝠部に設け

られている空気の吸ぃ込み口 13 I 1 4であるが、

ハウジング 1の前面と背面とに設けられている吸

い込み口 14は第 5図からも明らかなようにグリッ

プ部 Gを握る手のひらによって覆われやすいこと

から、この吸ぃ込み口 14はスリット状であって

その開口面積が小さい補助的なものとして形成し

ており、ハウジング 1の両側面にあって手で覆わ

れにくい吸い込み口 13を吸い込み口 14よりも

開口面積がはるかに大きいものとして、この吸い

込み口 13には、前述の 7ィルター枠 50の両側

片に設けられている 7ィルクー 53を位置させて

ごみや毛髪の侵入を防いでいる。またこの 7ィル

面図、第 5図及び第 6図は同上の斜視図、第 7図

は同上のヒータ囲み枠の一音t(/)破断斜視図、第 8

図は同上の横断面図、抗 9図は従来例の分解斜視

図であって、 1はハウジング、 2はヒータ、 3は

モーク、 4は7ァン、 5はヒーク囲み枠、 10は

吐風口、 1 5はリプ、 20は基台、 55は仕切板、

Aは毛髪くせ付け部材を備えているアクッチメン

ト、 Gはグリップ部、 Sはスイッチ、 Tは整髪祁

を示す。

代理人弁理士石田長七

-50-
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クー 53はハウジング 1(1)外而より一段凹んだと

ころに位置して、手により塞がれることがないよ

うにしてある。

［発明の効果］

以上のように本発明においてはスイッチの操作

部がグリップ部の先の整髪郁に位置しているため

に操作が容易であるとともに、操作性を犠牲とす

ることなく全長を恒くして小型化を図ることがで

きるものであり、しかもスイッチが整髪祁にある

とはいえ、ヒータ囲み枠に設けられて送風効率を

高める送風ガイドして機能する仕切板により送風

路とは区画された空間にスイッチが配設されてい

ることから、スイッチが熱的影響を受けることが

なく、安全性の点で問題が生じるということがな

いものである。

4. 図面の簡巣な説明

第 1図(a)(b)は本発明一実施例の縦断面図及び

ハウジングを分解した状態の破断背面図、第 2図

(a)(b)(c)は同上の右側面図と正面図と背面屈、

第3図は同上の分解斜視図、第 4図は同上の左側
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Specification 

 

1.  Title of the Invention 
HAIR DRYER 

2.  Scope of Patent Claims 
(1)  A hair dryer in which a motor, a fan, and a heater are 

housed in an air passage in a cylindrical housing having a grip 
section on the rear end side and a hair styling section having 
an air outlet and a hair styling member on one side of the front 
end side, characterized in that the tip side in the housing is 
partitioned by a partition piece, extending from the heater 
enclosing frame to the tip of the hair styling section and having 
the tip inclined toward the air outlet side, a switch positioned 
closer to the front end of the housing than the heater in a space 
separated from the air passage by the partition piece on the 
front end side of the housing is provided, and the operation 
section of this switch is arranged on the other side of the 
housing on the tip side. 

(2)  The hair dryer according to claim 1, characterized in 
that the housing has a rectangular cross section, and the side 
surface, on which the switch  
 
 
 
 
 

operation section is provided, should be the surface that 
inclined toward the hair styling section toward the tip. 

(3)  The hair dryer according to claim 1, characterized in 
that the housing includes a hair styling section on the front end 
side and a grip section on the rear end side being one, where 
the hair styling member in the hair styling section is provided 
on a base that is detachably attached to an opening formed in 
one side surface of the housing tip side. 

(4)  The hair dryer according to claim 1, characterized in 
that the housing has a rectangular cross section, and a pair of 
ribs extending along the longitudinal direction of the housing 
are provided on the side surface, where the switch operation 
section is provided.  
3.  Detailed Description of the Invention 

[Technical field] 
The present invention relates to a hair dryer, and more 

particularly to a hair dryer having a hair brush-like or 
cylindrical shape, so that the hair can be easily curled. 

[Background Art] 
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As shown in FIG. 9, this type of hair dryer has 
conventionally been provided with a tubular grip section G, 
and a hair styling section T formed as a detachable attachment 
at the tip of this grip section G, and a switch S is provided at 
the tip of the grip section G. This switch S is generally 
operated with a thumb. Since it is said that this switch S can 
effectively style hair, by switching between warm air and cold 
air during use, it must be made easy to operate while in use. 
However, in this conventional example, in order to be able to 
easily operate the switch S while holding the grip section G, 
the length of the grip section G must be increased, which 
inevitably results in a large size. It is possible to minimize the 
length of the grip section G, by providing the switch S on the 
side of the hair styling section T. However in this case, there 
is a problem of hot switch S, because the switch is positioned 
inside the hair styling section T through which the hot air 
passes. 

[Purpose of the Invention] 
The present invention has been made in view of such points, 

and the purpose is to provide a hair dryer that is compact and 

easy to use, and has a switch that is not affected by heat. 
[Disclosure of the invention] 

Thus, the present invention is a hair dryer in which a motor, 
a fan, and a heater are housed in an air passage in a cylindrical 
housing having a grip section on the rear end side and a hair 
styling section having an air outlet and a hair styling member 
on one side of the front end side, characterized in that the tip 
side in the housing is partitioned by a partition piece, 
extending from the heater enclosing frame to the tip of the hair 
styling section and has the tip inclined toward the air outlet 
side, a switch positioned closer to the front end of the housing 
than the heater in a space separated from the air passage by the 
partition piece on the front end side of the housing is provided, 
and the operation section of this switch is arranged on the other 
side of the housing on the tip side. By setting the switch to the 
tip side of the hair styling section, the length of the grip section 
can be set to the minimum length necessary for holding, and 
the switch is separated from the air passage by a partition piece 
extending from the heater enclosing frame. 

The present invention will be described in detail below 
based on the illustrated embodiment. 1 in the drawing is a 
housing composed of a combination of a front side half 11 and 
a rear side half 12, the housing 1 has a rectangular cross section, 
and the rear surface of the tip-side half of the hair styling 
section T is inclined and tapered. An attachment A having a 
hair styling member is attached to the front of the hair styling 
section T, and grip section G is formed on the rear end side 
half portion. Also, the power cord 9 comes out from the rear 
end. Air intake ports 13 and 14 are also provided at the rear 
end. Furthermore, two ribs 15 along the longitudinal direction 
of the housing 1 are protruded parallel to each other at intervals 
on the flat rear surface. As shown in FIG. 3, a pair of halves 
11 and 12 constituting the housing 1 are provided with hooks 
41 that engage with locking grooves 42 on the other side, 
where the housing 1 is assembled by locking hooks 41 
[engaging] locking grooves 42, respectively, provided at the 
front end, middle, and rear end of the housing 1. Covering with 
the ring portion 51 of the filter frame 50, mounted on the outer 
periphery of the connector support portion 45, which is 
provided at the rear end of each of the halves 11 and 12, and 
formed into a cylindrical shape by combination, assemble the 
filter frame 50 in a state in which opening is prevented. The 
filter frame 50 is detachably attached to the housing 1 by 
engaging the hooks 52 provided at both ends thereof with the 
engaging grooves 43 formed on the inner surface of the rear 
end portion of the housing 1. In addition, the front side of the 
front end of the housing 1, where an attachment A is attached, 

has a large opening. The attachment A constructed by planting 
a large number of bristles 56 in a base 20 in which a slit 22 
serving as an air outlet is formed is detachably attached to this 
opening. The attachment A is attached by hooks 44 protruding 
from the front opening of housing 1. By pulling the attachment 
A, the attachment A can be easily cleaned, because it can be 
removed from the housing 1. In addition, as a hair styling 
member, it may be an attachment A in which comb teeth are 
arranged in a row on the base 20, or a hair styling member such 
as bristles and comb teeth may be directly provided in the 
housing. 

Arranged inside the housing 1 configured as above are a 
connector 46 from the rear end side, a fan 4, a wind tunnel 7 
surrounding fan 4, a motor 3 for driving the fan 4, rectifying 
vanes 30 positioned on the outer circumference of the motor 3, 
a heater 2, and switch S, in that order. A connector 46, which 
is connected to the power cord 9 and is rotatable about its axis, 
is held by the connector support portion 45 described above. 
A cap 91 covers the rear end of the connector support portion 
45. The fan 4 and the motor 3 are attached to the housing 1 by
rectifying vanes 30 provided on the outer circumference of the
motor 3. The cylindrical wind tunnel 7 surrounding the fan 4
is provided because the cross-sectional shape of the housing 1
is rectangular and the air blowing efficiency is low if left as it
is. A suction ring 70 is integrally formed at one end in the axial
direction for directing the air flowing in from the suction ports
13 and 14 in the axial direction. Furthermore, as is clear from
FIG. 8, the outer periphery has supporting ribs 71 for
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supporting the lead wires 90 arranged between the four corners 
of the inner surface of the housing 1. 

The heater 2 and a thermoswitch 29 are fixed to a board 54 
having a cross-shaped cross section and mounted in the 
heater enclosing frame 5, and incorporated in the housing 1 
through the heater enclosing frame 5. The heater enclosing 
frame 5, which forms a heater block by mounting the heater 2 
and the thermoswitch 29 inside consists of a cylindrical 
portion 57 surrounding the outer periphery of the heater 2, a 
partition plate 55 inclined toward the front side toward the tip 
in order to change the direction of the air that has passed 
through the heater 2 portion from the axial direction to the 

front, a front plate 56 extending from the cylindrical portion 
57 to the tip side in the same manner as the partition plate 55, 
and plates 58 on both side connecting the partition plate 55 
and the front plate 56. A large number of slit-shaped 
discharge ports 59 are formed in a front plate 56 located at an 
opening on the front end side of the housing 1. The front 
plate 56 here has permanent magnets 60 attached to its inner 
surface as shown in FIG. 7. The permanent magnets 60 have 
a structure that prevents metal such as a hair pin that causes a 
short circuit from entering the interior during styling and 
storage.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
The switch S for switching between off, cold air and hot air 

is attached to the inner surface of the front end side of the rear 
side half 12 of the housing 1, and its operation plate 16 is 
positioned on the rear side of the housing 1. Since the space in 
which the switch S is arranged is the space behind the partition 
plate 55 of the heater enclosing frame 5, i.e., the space 
separated from the air passage by the partition plate 55 acting 
as the air blow guide and insulated by the partition plate 55, 
the switch S is not affected by hot air. Further, the operation 
plate 16 is disposed on the portion of the inclined surface on 
the rear surface of the housing 1 that is inclined toward the 
front toward the tip. As shown in FIG. 4, when placed on a 
desk with the back side down, the operation plate 16 does not 
come into contact with the desk surface and is in a floating 
state, so that the switch S is prevented from being accidentally 
turned on. In addition, when the operation plate 16 is used by 
gripping the grip section G, which is one half portion on the 
rear end side of the housing 1, as shown in FIG. 5, since it is 
located at the tip of the grip part G, operating the switch with 
a thumb is easy. 

Also, when placing this hair dryer on the desk, the pair of 
ribs 15, 15 provided along the longitudinal direction of the 
housing 1 on the rear surface of the grip section G of the 
housing 1 are in contact with the desk surface. These ribs 15, 
15 functioning as stands provide a stable state. Moreover, each 
of the ribs 15, 15 has a groove 35 formed on its outer surface 
along the entire length in the longitudinal direction, and the 
power cord 9 can be wound around this groove 35. One of the 
ribs 15 also has a groove 36 extending over its entire 
longitudinal length on its inner surface so that a comb 37 and 
a mirror 38 can be accommodated between the ribs 15, 15 as 
shown in FIG. 6. 

This hair dryer is used by gripping grip section G and 
operating the operation plate 16 located in front of the grip 
section G and behind the hair styling section T, while 

switching the switch S. The air flowing into the housing 1 from 
the suction ports 13 and 14 located at the rear end of the 
housing 1 is heated by the heater 2, or is guided by the partition 
plate 55 of the heater enclosing frame 5 without being heated 
is blown forward through an air outlet composed of the outlet 
59 of the front plate 56 arranged on the front surface of the 
housing 1 and the slit 22 of the attachment A. About the air 
suction ports 13 and 14 provided at the rear end of the housing 
1: as is clear from FIG. 5, the suction ports 14 provided on the 
front and back of the housing 1 is likely to be covered by the 
palm of the hand gripping the grip section G, this suction ports 
14 are slit-shaped and formed as a supplementary one with a 
small opening area. The opening areas of the suction ports 13, 
which are located on both sides of the housing 1 and are 
difficult to cover with a hand, are much larger than that of the 
suction ports 14. Filters 53 provided on both sides of the filter 
frame 50 are positioned in the suction ports 13 to prevent entry 
of dust and hair. Also, this filter 53 will not be blocked by hand, 
because it is located in a recessed portion from the outer 
surface of the housing 1. 

[Effect of the Invention] 
As described above, the present invention [can provide a 

hair dryer that] can be easily operated, because the operation 
portion of the switch is located in the hair styling section 
beyond the grip section. The present invention can also 
[provide a hair dryer that has] a shorter overall length and 
reduce the size without sacrificing operability. Moreover, the 
present invention [can provide a hair dryer that has] a switch 
that is not thermally affected, even though the switch is in the 
hair styling section, because the switch is arranged in a space 
separated from the air passage by a partition plate that is 
provided in the heater enclosing frame and functions as an air 
guide to increase the air blast efficiency, so there is no problem 
in terms of safety. 
4.  Brief Description of the Drawings
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FIGS. 1(a) and 1(b) are a vertical cross-sectional view of an 
embodiment of the present invention and a broken rear view 
of the disassembled housing; FIGS. 2 (a) (b) (c) are the right 
side view, front view and rear view of the same above, FIG. 3 
is an exploded perspective view of the same above; FIG. 4 is 
a left side view of the same above, FIGS. 5 and 6 are 
perspective views of the same above; FIG. 7 is a broken 
perspective view of part of the heater surrounding frame of the 
same above; FIG. 8 is a cross-sectional view of the same 
above; FIG. 9 is an exploded perspective view of a 
conventional example, where 1 is a housing, 2 is a heater, 3 is 
a motor, 4 is a fan, 5 is a heater enclosing frame, 10 is an air 
outlet, 15 is a rib, 20 is a base, 55 is a partition plate, and A is 
a hair styling member, G is the grip section, S is the switch, 
and T is the hair styling section. 
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